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もも

くく

じじ

あ
れ
も
こ
れ
も
「
自
治
」
に
任
す
こ
と
は
、

そ
れ
ほ
ど
至
高
の
価
値
な
の
だ
ろ
う
か
。

2
0
0
0
年
新
地
方
自
治
法
施
行
で
画
期
的

に
「
自
治
」
体
の
意
識
は
変
わ
る
は
ず
で

あ
っ
た
が
、
信
じ
が
た
い
ほ
ど
「
気
づ
き
力
」

と
「
自
治
能
力
」
が
後
退
し
つ
つ
あ
る
。
当

然
に
、
自
治
能
力
後
退
に
さ
え
気
づ
い
て
い

な
い
。
自
治
事
務
中
の
自
治
事
務
、
固
定
資

産
税
賦
課
業
務
に
つ
い
て
昨
年
（
2
0
1
0

年
）
6
月
3
日
に
極
め
て
重
要
な
最
高
裁
判

決
が
出
た
。
私
事
を
契
機
に
い
さ
さ
か
調
べ

て
み
た
。

筆
者
の
実
家
の
宅
地
に
は
、
家
族
・
親
族

が
無
価
値
以
下
と
思
っ
て
い
る
の
に
、
信
じ

が
た
い
評
価
額
が
付
い
て
い
る
。
人
口
15
万

人
の
市
の
資
産
税
課
の
課
長
補
佐
を
始
め
全

員
が
評
価
額
の
決
定
と
納
税
通
知
の
関
係
も

知
ら
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
評
価
替
え
の
年

度
が
い
つ
か
も
無
知
。
そ
れ
以
上
に
、現
地
・

現
状
と
は
無
関
係
に
宅
地
評
価
額
が
決
ま
る

実
態
を
知
り
愕
然
と
し
た
。

普
通
の
市
民
は
地
方
税
法
を
見
て
、
固
定

資
産
評
価
額
と
固
定
資
産
税
納
税
通
知
を
争

お
う
と
し
て
も
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
で
あ

る
。『
固
定
資
産
評
価
基
準
』（
地
方
税
法

3
8
8
条
1
項
）
な
る
も
の
を
見
よ
う
と
努

力
し
た
。
か
つ
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公

開
さ
れ
て
い
た
こ
の
総
務
大
臣
「
告
示
」
は
、

自
治
事
務
の
執
行
基
準
な
の
に
、
今
で
は
自

治
体
も
国
民
も
高
額
の
解
説
付
き
書
籍
と
し

て
官
僚
の
天
下
り
協
会
か
ら
購
入
す
る
し
か

な
い
。
し
か
も
、
ネ
ッ
ト
書
店
で
も
買
え
な

い
入
手
困
難
な
も
の
。

自
治
体
の
中
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
評

価
額
の
審
査
申
出
書
な
ど
、
結
構
ふ
ん
だ
ん

な
関
係
情
報
を
公
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

る
が
、
あ
ま
り
に
全
国
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
。

個
々
の
自
治
体
窓
口
で
職
員
に
聞
く
し
か
な

い
。
上
記
の
課
長
補
佐
は
、
筆
者
の
評
価
違

法
の
主
張
を
認
め
る
と
、
モ
ノ
言
わ
な
い
他

の
住
民
と
の
間
で
「
平
等
原
則
違
反
」
に
な

る
、
と
い
う
。
部
下
の
職
員
た
ち
は
恥
ず
か

し
さ
の
あ
ま
り
、
手
で
顔
を
覆
っ
て
い
た
。

固
定
資
産
評
価
の
よ
う
な
手
続
は
、
評
価

基
準
な
ど
の
地
域
個
性
は
あ
り
え
て
も
、
争

い
方
自
体
や
審
査
申
出
方
法
に
関
す
る
情
報

提
供
の
基
幹
的
部
分
は
全
国
一
律
で
あ
っ

て
、
ど
こ
が
悪
い
の
だ
ろ
う
か
。
自
治
体
の

中
に
は
、「
正
副
二
通
」
の
審
査
申
出
書
を

求
め
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
地
方
税
法
4
3
2

条
2
項
は
、
わ
ざ
わ

ざ
正
副
二
通
の
提
出

を
求
め
る
行
政
不
服

審
査
法
9
条
2
項
の

規
定
の
準
用
を
排
除

し
て
い
る
が
、「
自

治
」
条
例
な
ら
許
さ

れ
る
の
か
。

ど
の
課
題
、
論
点

が
、
ど
の
よ
う
な
形

で
、
誰
の
「
自
治
」

に
委
ね
ら
れ
る
べ
き

か
。今
、自
治
の「
肝
」

を
探
る
根
本
的
な
議

論
が
必
要
で
は
な
い

か
。

ゴーヤのカーテン

自
治
の
肝
は
制
度
か
人
か

は
し

し
げ

お

九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
教
授　

木 

佐　

茂 

男

き

さ

コ ラ ム

表紙に掲載する写真を募集
しています。採用者には、
粗品を差し上げます。
写真には撮影者の住所、氏
名及び撮影場所・日時を明
記して下さい。
なお、採否は当方に一任願
います。
送り先：全国町村会・広報部

社会保障・税番号大綱について
　　内閣官房社会保障改革担当室主査　佐々木　大……⑵

「木」をキーワードに、都市と農村の交流で町の活性化を
　　―植えて育てる林業から、伐採し、活用し、植える林業へ―

＝埼玉県ときがわ町……⑸
町村Navi ……………………………………………………………………⑽
平成二十二年度公有物件災害共済事業の概要報告………………………⑿
過疎化が進む山間地域における町づくり…和歌山県紀美野町長 寺本 光嘉……⒂
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政 策

１
．
は
じ
め
に

平
成
23
年
6
月
30
日
、
政
府
・
与
党
社
会

保
障
改
革
検
討
本
部
会
議
が
開
催
さ
れ
、「
社

会
保
障
・
税
番
号
大
綱
」
が
決
定
さ
れ
た
。

本
大
綱
は
、「
社
会
保
障
・
税
に
関
わ
る

番
号
制
度
に
つ
い
て
の
基
本
方
針
」（
平
成

23
年
1
月
31
日
政
府
・
与
党
社
会
保
障
改
革

検
討
本
部
決
定
）、「
社
会
保
障
・
税
番
号
要

綱
」（
平
成
23
年
4
月
28
日
社
会
保
障
・
税

に
関
わ
る
番
号
制
度
に
関
す
る
実
務
検
討
会

決
定
）
を
踏
ま
え
進
め
て
き
た
検
討
に
基
づ

き
、
具
体
的
に
法
令
そ
の
他
で
措
置
す
る
制

度
設
計
の
内
容
等
に
つ
い
て
、
今
後
の
法
案

策
定
作
業
を
念
頭
に
、
政
府
・
与
党
と
し
て

方
向
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

今
回
、
本
大
綱
の
、
主
に
、
地
方
公
共
団

体
に
関
わ
る
事
項
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と

と
し
、
私
な
り
の
見
解
を
述
べ
て
み
た
い
。

２
．
番
号
制
度
で
何
が
で
き
る
の
か

大
綱
第
2
の
2
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
機
関
で
、「
番
号
制
度
で
何
が
で
き
る
の

か
」
と
い
っ
た
、
利
用
場
面
に
つ
い
て
具
体

的
に
述
べ
て
い
る
。

（
一
） よ
り
き
め
細
や
か
な
社
会
保
障
給
付
の

実
現

社
会
保
障
の
給
付
や
負
担
の
状
況
に
関
す

る
情
報
を
、
国
・
地
方
公
共
団
体
等
相
互
で
、

正
確
か
つ
効
率
的
に
や
り
取
り
す
る
こ
と

で
、
個
人
や
世
帯
の
状
況
に
応
じ
た
き
め
細

や
か
な
社
会
保
障
給
付
の
実
現
が
可
能
に
な

る
。

（
二
） 

所
得
把
握
の
精
度
の
向
上
等
の
実
現
に

関
す
る
も
の

法
令
又
は
条
例
に
基
づ
き
税
務
当
局
が
行

う
国
税･

地
方
税
の
賦
課･

徴
収
に
関
す
る
事

務
（
申
告
書
の
処
理
、調
査
等
）
に
「
番
号
」

及
び
「
法
人
番
号
」
を
活
用
す
る
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
例
え
ば
、
税
務
当
局
が
取
得
す

る
各
種
所
得
情
報
や
扶
養
情
報
に
つ
い
て
、

「
番
号
」
又
は
「
法
人
番
号
」
を
用
い
て
効

率
的
に
名
寄
せ
・
突
合
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
よ
り
正
確
な
所
得
把
握
に
資
す
る
。

（
三
）
災
害
時
の
活
用
に
関
す
る
も
の　
　

防
災
福
祉
の
観
点
か
ら
、
災
害
時
要
援
護

者
リ
ス
ト
の
作
成
及
び
更
新
、
災
害
時
の
本

人
確
認
、
医
療
情
報
の
活
用
、
生
活
再
建
へ

の
効
果
的
な
支
援
と
い
っ
た
取
組
に
活
用
可

能
で
あ
る
。

（
四
） 

自
己
の
情
報
の
入
手
や
必
要
な
お
知
ら

せ
等
の
情
報
の
提
供
に
関
す
る
も
の

国
民
が
、
社
会
保
障
・
税
に
関
す
る
自
分

の
情
報
や
、
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

情
報
を
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
等
か
ら
容
易
に
閲

覧
可
能
と
な
り
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

や
す
く
な
る
な
ど
国
民
の
利
便
が
高
ま
る
。

（
五
） 

事
務
・
手
続
の
簡
素
化
、
負
担
軽
減
に

関
す
る
も
の

国
・
地
方
公
共
団
体

等
間
で
、
申
請
等
に
必

要
な
情
報
を
適
時
に
や

り
取
り
す
る
こ
と
で
、

事
務
・
手
続
の
簡
素
化

が
図
ら
れ
、
国
民
及
び

国
・
地
方
公
共
団
体
等

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、

利
便
が
高
ま
る
。

政 策 解 説

社会保障・税番号大綱について
内閣官房社会保障改革担当室主査　　佐々木　大

番号制度で何ができるのか

（１）よりきめ細やかな社会保障給付の実現

 「総合合算制度（仮称）」の導入
 高額医療・高額介護合算制度の現物給付化
 給付過誤や給付漏れ、二重給付等の防止

（２） 所得把握の精度の向上等の実現

 災害時要援護者リストの作成及び更新
 災害時の本人確認
 医療情報の活用
 生活再建 の効果的な支援

（３）災害時における活用

 へ

 各種社会保険料の支払や、サービスを受けた際に
支払った費用（医療保険・介護保険等の費用 保

（４）自己の情報や必要なお知らせ等の情報を
自宅のパソコン等から入手できる

、
育料等）の確認

 制度改正等のお知らせ
 確定申告等を行う際に参考となる情報の確認

（５） 事務・手続の簡素化、負担軽減

 継続的な健診情報・予防接種履歴の確認

 所得証明書や住民票の添付省略
 医療機関における保険資格の確認
 法定調書の提出に係る事業者負担の軽減

（６）医療・介護等のサービスの質の向上等


 乳幼児健診履歴等の継続的把握による児童虐待

等の早期発見
 難病等の医学研究等において、継続的で正しい

データの蓄積が可能となる
 地域がん登録等における患者の予後の追跡が容

易となる
 介護保険被保険者が市町村を異動した際、異動

元での認定状況、介護情報の閲覧が可能となる
 各種行政手続における診断書添付の省略
 年金手帳、医療保険証、介護保険証等の機能の

一元化
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政 策

（
六
） 医
療
・
介
護
等
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
等
に
資
す
る
も
の

医
療
・
介
護
等
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
公
衆

衛
生
・
医
療
水
準
の
向
上
に
資
す
る
よ
う
、

個
々
人
の
心
身
の
状
況
や
提
供
さ
れ
た
医

療
・
介
護
等
の
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
の
情
報
を

用
い
る
こ
と
や
、
ま
た
、
行
政
等
の
事
務
や

手
続
の
中
で
、
医
師
の
診
断
書
等
の
添
付
を

求
め
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
書
面
の

添
付
を
省
略
す
る
な
ど
、
施
策
の
優
先
順
位

や
費
用
対
効
果
を
見
極
め
つ
つ
、
医
療
・
介

護
等
の
サ
ー
ビ
ス
関
係
者
か
ら
の
意
見
を
踏

ま
え
て
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め
る
。

３
．
安
心
で
き
る
番
号
制
度
の
構
築

大
綱
第
2
の
4
に
お
い
て
は
、
番
号
制
度

に
対
し
、
国
民
の
間
に
生
じ
る
懸
念
（
①
国

家
管
理
へ
の
懸
念
、
②
個
人
情
報
の
追
跡
・

突
合
に
対
す
る
懸
念
、
③
財
産
そ
の
他
の
被

害
へ
の
懸
念
）を
払
拭
す
る
た
め
の
措
置
や
、

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
最

高
裁
合
憲
判
決（
最
判
平
成
20
年
3
月
6
日
）

を
踏
ま
え
た
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
、
制
度

上
の
保
護
措
置
と
シ
ス
テ
ム
上
の
安
全
措
置

の
観
点
か
ら
整
理
し
て
い
る
。具
体
的
に
は
、

以
下
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

○
制
度
上
の
保
護
措
置

・
第
三
者
機
関
に
よ
る
監
視

・
自
己
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
記
録
の
確
認

・
法
令
上
の
規
制
等
措
置

・
罰
則
強
化

○
シ
ス
テ
ム
上
の
安
全
措
置

・
個
人
情
報
の
分
散
管
理

・「
番
号
」
を
直
接
用
い
な
い
情
報
連
携

・
ア
ク
セ
ス
制
御

・
個
人
情
報
及
び
通
信
の
暗
号
化

・
公
的
個
人
認
証
等

な
お
、
成
り
す
ま
し
を
防
ぐ
観
点
か
ら
、

本
人
確
認
を
行
う
際
は
、「
番
号
」
の
み
を

も
っ
て
本
人
確
認
の
手
段
と
し
な
い
取
扱
い

と
す
る
必
要
が
あ
る
。

４
．
今
後
の
進
め
方

○
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携

「
社
会
保
障
・
税
に
関
わ
る
番
号
制
度
に

関
す
る
実
務
検
討
会
中
間
整
理
」（
平
成
22

年
12
月
3
日
）
に
基
づ
き
、
昨
年
12
月
か
ら

本
年
1
月
に
か
け
て
、
全
国
知
事
会
・
全
国

市
長
会
・
全
国
町
村
会
の
地
方
三
団
体
に
対

し
て
、
番
号
制
度
の
利
用
場
面
等
に
つ
い
て

意
見
を
照
会
し
、
回
答
・
提
案
を
い
た
だ
い

て
お
り
、
大
綱
に
お
い
て
は
、
こ
の
提
案
に

対
す
る
各
府
省
の
検
討
結
果
に
基
づ
い
て
、

利
用
場
面
を
記
載
し
て
い
る
。

4
月
13
日
に
は
、
第
7
回
の
実
務
検
討
会

に
お
い
て
、
地
方
六
団
体
の
代
表
の
方
々
と

実
務
検
討
会
構
成
員
と
の
間
で
意
見
交
換
を

行
う
と
と
も
に
、
要
綱
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
全
国
知
事
会
・
全
国
市
長
会
・
全
国
町

村
会
を
通
じ
て
地
方
公
共
団
体
か
ら
意
見
を

伺
い
、
要
綱
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

5
月
に
は
、
全
国
市
長
会
の
各
支
部
総
会

に
お
い
て
、
各
市
長
に
対
し
て
番
号
制
度
に

つ
い
て
説
明
し
、
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も

に
、
東
京
に
お
い
て
、
各
都
道
府
県･

指
定

都
市
に
対
し
て
「
社
会
保
障
・
税
番
号
要
綱

等
に
つ
い
て
の
担
当
課
長
説
明
会
」
を
開
催

し
、
説
明
・
意
見
交
換
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

大
綱
を
取
り
ま
と
め
る
に
当
た
っ
て
も
、

6
月
24
日
開
催
の
第
10
回
実
務
検
討
会
に
お

い
て
、
地
方
公
共
団
体
の
代
表
と
実
務
検
討

会
構
成
員
と
の
間
で
意
見
交
換
を
行
う
と
と

も
に
、
全
国
知
事
会
・
全
国
市
長
会
・
全
国

町
村
会
を
通
じ
て
地
方
公
共
団
体
か
ら
意
見

を
伺
い
、
大
綱
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
地
方

に
出
向
き
、
説
明
や
意
見
交
換
の
場
を
数
多

く
設
け
る
と
と
も
に
、
国
・
地
方
公
共
団
体

等
が
相
互
に
意
見
交
換
を
行
う
場
を
設
け
る

な
ど
、
地
方
公
共
団
体
・
関
係
機
関
の
実
情

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
番
号
制
度
の
実
現
に
向

け
て
議
論
・
検
討
を
進
め
て
い
く
。

５
．
法
整
備

大
綱
第
3
に
お
い
て
は
、
法
律
又
は
法
律

の
授
権
に
基
づ
く
政
省
令
に
規
定
す
る
内
容

に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

（
一
）
個
人
に
付
番
す
る
「
番
号
」

付
番
対
象
と
な
る
個
人
は
、
住
民
基
本
台

帳
法
（
昭
和
42
年
法
律
第
81
号
）
第
7
条
第

13
号
の
住
民
票
コ
ー
ド
が
住
民
票
に
記
載
さ

れ
て
い
る
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
者
及
び
同

法
第
30
条
の
45
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
中
長

期
在
留
者
、
特
別
永
住
者
等
の
外
国
人
住
民

と
す
る
。

市
町
村
長
は
、
出
生
等
に
よ
り
新
た
に
住

民
票
に
住
民
票
コ
ー
ド
を
記
載
し
た
場
合
に

は
、
番
号
生
成
機
関
か
ら
指
定
さ
れ
た
、
住

民
票
コ
ー
ド
に
一
対
一
対
応
し
た
「
番
号
」

を
書
面
に
よ
り
個
人
に
通
知
す
る
と
と
も

に
、
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
、
当
該
個

人
に
係
る
住
民
票
に
当
該
「
番
号
」
を
記
載

す
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、「
番
号
」
を
通
知
さ
れ
た
者
は
、「
番

号
」
の
変
更
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

変
更
請
求
の
要
件
等
に
つ
い
て
は
、
特
段
の

要
件
を
設
け
な
い
こ
と
と
す
る
案
や
、「
番

号
」
の
悪
用
に
よ
り
不
利
益
を
受
け
た
場
合

そ
の
他
市
町
村
長
が
適
当
と
認
め
る
場
合
等

に
請
求
で
き
る
こ
と
と
す
る
案
等
が
考
え
ら

れ
る
が
、
行
政
事
務
コ
ス
ト
や
シ
ス
テ
ム
上

の
負
荷
等
の
観
点
も
踏
ま
え
、
今
後
、
番
号

法
案
策
定
時
ま
で
引
き
続
き
検
討
す
る
。

今後のスケジュール

番号制度の導入時期については、制度設計や法案の成立時

期により変わり得るものであるが、以下を目途とする。

Ｈ23年秋以降 可能な限り早期に番号法案及び関係法案
の国会提出



 Ｈ26年6月 個人に「番号」、法人等に「法人番号」を交付

 Ｈ27年1月以降 社会保障分野、税務分野のうち可能な範囲
で「番号」の利用開始

 Ｈ30年を目途に利用範囲の拡大を含めた番号法の見直しを
引き続き検討

法案成立後、可能な限り早期に第三者機関を設置
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（
二
） 「
番
号
」
を
告
知
、
利
用
す
る
手
続
の

範
囲

国
民
が「
番
号
」を
告
知
、
利
用
す
る
手
続

に
つ
い
て
は
、
当
面
、
以
下
の
各
分
野
に
掲

げ
る
範
囲
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
さ
ら
に
法

案
策
定
ま
で
に
精
査
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

年
金
分
野

・ 

国
民
年
金
及
び
厚
生
年
金
保
険
、
確
定
給

付
企
業
年
金
及
び
確
定
拠
出
年
金
、
共
済

年
金
、
恩
給
等
の
被
保
険
者
に
係
る
届
出
、

給
付
の
受
給
及
び
保
険
料
の
支
払
い
に
関

す
る
手
続

医
療
分
野

・ 

健
康
保
険
（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
及

び
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
に
関
す
る

短
期
給
付
を
含
む
）
及
び
国
民
健
康
保
険

法
等
の
被
保
険
者
資
格
に
係
る
届
出
、
保

険
料
に
関
す
る
手
続

介
護
保
険
分
野

・ 

介
護
保
険
の
被
保
険
者
資
格
に
係
る
届

出
、
保
険
給
付
の
受
給
、
保
険
料
に
関
す

る
手
続

福
祉
分
野

・ 

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
、

特
別
障
害
給
付
金
等
の
支
給
申
請
に
関
す

る
手
続

労
働
保
険
分
野

・ 

雇
用
保
険
の
被
保
険
者
資
格
に
関
す
る
届

出
、
失
業
等
給
付
の
受
給
、
公
共
職
業
安

定
所
へ
の
求
職
申
込
、
労
災
保
険
給
付
の

支
給
に
関
す
る
手
続

税
務
分
野

・ 

国
税
又
は
地
方
税
に
関
す
る
法
令
若
し
く

は
地
方
税
に
関
す
る
法
令
に
基
づ
く
条
例

の
規
定
に
よ
り
税
務
署
長
等
又
は
地
方
公

共
団
体
に
提
出
す
る
書
類
へ
の
記
載
及
び

こ
れ
に
係
る
利
用

そ
の
他

・ 

社
会
保
障
及
び
地
方
税
の
分
野
の
手
続
の

う
ち
条
例
に
定
め
る
も
の

・ 

災
害
等
の
異
常
事
態
発
生
時
の
金
融
機
関

に
よ
る
預
金
等
の
払
戻
し
等
に
係
る
利
用

（
三
）「
番
号
」
に
係
る
個
人
情
報
と
は

以
下
に
挙
げ
る
事
項
が
「
番
号
」
に
係
る

個
人
情
報
で
あ
り
、「
番
号
」
を
告
知
、
利

用
す
る
手
続
の
た
め
に
保
有
さ
れ
る
個
人
情

報
が
こ
れ
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
。

①「
番
号
」

② 

情
報
連
携
基
盤
を
通
じ
た
情
報
連
携
の
対

象
と
な
る
も
の
と
し
て
法
定
さ
れ
た
社
会

保
障
及
び
税
分
野
の
個
人
情
報

③ （
情
報
連
携
基
盤
を
通
じ
た
情
報
連
携
の

対
象
と
は
な
ら
な
い
も
の
の
、）
法
令
に

基
づ
き
「
番
号
」
を
取
り
扱
い
得
る
事
務

に
お
い
て
「
番
号
」
と
紐
付
い
て
扱
わ
れ

る
社
会
保
障
及
び
税
分
野
の
個
人
情
報

（
四
）「
番
号
」に
係
る
本
人
確
認
等
の
在
り
方

本
人
確
認
及
び
「
番
号
」
の
真
正
性
確
保

措
置
に
努
め
る
こ
と
と
し
、「
番
号
」
の
み

で
本
人
確
認
を
行
う
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と

し
て
い
る
。

（
五
） 

自
己
情
報
の
管
理
に
資
す
る
マ
イ
ポ
ー

タ
ル

情
報
保
有
機
関
が
保
有
す
る
自
己
の
「
番

号
」
に
係
る
個
人
情
報
等
を
確
認
で
き
る
よ

う
に
、
か
か
る
情
報
を
、
個
人
一
人
ひ
と
り

に
合
わ
せ
て
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
マ

イ
・
ポ
ー
タ
ル
を
設
け
る
こ
と
と
す
る
。

個
人
が
マ
イ･

ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
、
①

自
己
の
「
番
号
」
に
係
る
個
人
情
報
に
つ
い

て
の
ア
ク
セ
ス
記
録
の
確
認
、
②
情
報
保
有

機
関
が
保
有
す
る
自
己
の
「
番
号
」
に
係
る

個
人
情
報
の
確
認
、
③
電
子
申
請
、
④
行
政

機
関
等
か
ら
の
お
知
ら
せ
の
確
認
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

（
六
） 

マ
イ･

ポ
ー
タ
ル
へ
の
ロ
グ
イ
ン
等
に

必
要
な
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
は
、
可
能
な
限
り
、
現
行
の

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
住
基
ネ
ッ
ト
や
公

的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
等
を
活
用
し
つ
つ
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が
有
す
る
機
能
等
に

加
え
、
何
点
か
改
良
す
る
も
の
と
し
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
同
様
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
交
付
時
に
厳
格
な
本
人
確
認
を
行
い
、
不

正
取
得
の
防
止
や
偽
変
造
の
防
止
等
の
た
め

の
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
す
る
。

さ
ら
に
、
マ
イ･

ポ
ー
タ
ル
に
ロ
グ
イ
ン

す
る
た
め
に
、
現
在
は
署
名
サ
ー
ビ
ス
の
み

に
限
ら
れ
て
い
る
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

に
認
証
用
途
を
付
加
し
、
電
子
証
明
書
の
有

効
期
間
を
現
行
の
3
年
か
ら
5
年
に
延
長

し
、
公
的
個
人
認
証
の
利
便
性
を
高
め
る
こ

と
と
す
る
。

（
七
）
第
三
者
機
関

内
閣
総
理
大
臣
の
下
に
、
番
号
制
度
に
お

け
る
個
人
情
報
の
保
護
等
を
目
的
と
す
る
委

員
会
を
置
く
こ
と
と
し
、「
問
題
の
発
見
・

調
査
に
関
す
る
権
限
・
機
能
」、「
発
見
・
調

査
し
た
問
題
を
解
消
す
る
権
限
・
機
能
」、「
情

報
連
携
基
盤
等
の
監
査
及
び
情
報
保
護
評
価

に
関
す
る
権
限
・
機
能
」
等
を
有
し
、
行
政

機
関
、地
方
公
共
団
体
、関
係
機
関
又
は
「
番

号
」
を
取
り
扱
う
事
業
者
に
よ
る
「
番
号
」

に
係
る
個
人
情
報
の
取
扱
い
の
監
督
、「
番

号
」
に
係
る
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る

苦
情
の
処
理
、
情
報
連
携
基
盤
及
び
そ
の
他

の
機
関
と
接
続
す
る
部
分
の
監
査
等
の
業
務

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
八
）
罰
則

行
政
機
関
、
地
方
公
共
団
体
又
は
関
係
機

関
の
職
員
等
を
主
体
と
す
る
も
の
、
行
政
機

関
の
職
員
等
以
外
も
主
体
と
な
り
得
る
も
の

に
つ
い
て
、
処
罰
す
る
罰
則
を
創
設
し
、
必

要
に
応
じ
て
国
外
犯
処
罰
規
定
及
び
両
罰
規

定
を
設
け
る
。

６
．
終
わ
り
に

社
会
保
障
・
税
番
号
大
綱
が
決
定
さ
れ
、

現
在
、
法
案
策
定
に
向
け
た
作
業
を
進
め
て

い
る
が
、
番
号
制
度
は
、
地
方
公
共
団
体
の

業
務
に
関
わ
る
部
分
が
多
く
、
制
度
の
円
滑

な
実
施
を
図
る
た
め
に
、庁
内
の
準
備
体
制
、

窓
口
事
務
の
改
善
、
情
報
連
携
を
含
め
た
地

方
公
共
団
体
の
シ
ス
テ
ム
改
修
、
住
民
へ
の

周
知
等
、ま
だ
多
く
の
課
題
が
残
っ
て
い
る
。

し
か
し
、番
号
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

地
方
公
共
団
体
の
今
ま
で
の
業
務
が
見
直
さ

れ
、新
た
な
行
政
経
営
を
行
う
こ
と
と
な
り
、

住
民
の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
と
い
っ
た

大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
。

今
後
も
全
国
の
町
村
は
じ
め
各
地
方
公
共

団
体
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
法
案
策
定
に

向
け
た
作
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
た

い
。
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と
き
が
わ
町
は
、

首
都
圏
に
近
い
「
木
の
ま
ち
」

と
き
が
わ
町
は
、
埼
玉
県
の
中
央
部
に

位
置
し
、
都
心
か
ら
60
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏

内
と
、
比
較
的
都
心
に
近
い
場
所
に
あ
り

ま
す
。

町
の
面
積
56
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う

ち
7
割
が
森
林
で
あ
り
、
そ
の
森
林
の
多

く
が
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
針
葉
樹
で
、

こ
の
材
料
を
利
用
し
た
建
具
産
業
に
代
表

さ
れ
る
木
材
関
連
産
業
を
中
心
に
発
展
し

て
き
た
町
で
す
。

こ
の
産
業
の
発
展
の
源
は
、
埼
玉
県
で

も
数
少
な
い
国
宝
で
あ
る
「
法
華
経
一
品

（
い
っ
ぽ
ん
）
経
」
を
有
す
る
、「
慈
光
寺
」

に
あ
り
ま
す
。
良
材
の
あ
る
と
こ
ろ
に
名

刹
あ
り
。
鎌
倉
時
代
、
寺
の
建
立
の
た
め

に
各
地
か
ら
呼
び
寄
せ
ら
れ
た「
番
匠（
ば

ん
じ
ょ
う
）」
と
呼
ば
れ
る
大
工
な
ど
の

木
工
職
人
た
ち
が
こ
の
地
に
定
住
し
、
彼

ら
の
優
れ
た
技
術
と
地
元
の
良
質
な
森
林

資
源
を
基
に
起
こ
し
た
の
が
、
建
具
産
業

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
2
月
、
都
幾
川
村
と
玉
川
村

が
合
併
し
て
、
人
口
約
1
万
3
千
人
の
と

き
が
わ
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
と
、
森
林

資
源
を
活
用
す
る
「
木
」
を
活
か
し
た
町

の
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

△

「
木
の
産
業
」の
源
で
あ
る
、国
宝「
法
華
経
一
品
経
」を
有
す
る
、都
幾
山
慈
光
寺

埼玉県 ときがわ町

現地レポート地域資源を活かした活性化策

「木」をキーワードに、
都市と農村の交流で町の活性化を

―植えて育てる林業から、伐採し、活用し、植える林業へ―
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「
と
き
が
わ
方
式
」
に
よ
る

公
共
施
設
の
内
装
木
質
化

合
併
前
の
玉
川
村
で
は
、
民
間
企
業
の

経
営
に
対
す
る
考
え
方
を
い
ち
早
く
導
入

し
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
よ
り
財
政
の
健

全
化
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
手
法
は

合
併
後
の
と
き
が
わ
町
に
も
生
か
さ
れ
て

お
り
、
平
成
21
年
度
決
算
で
実
質
公
債
費

比
率
は
3
・
5
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

合
併
後
、
こ
れ
ま
で
財
政
的
理
由
で
未

着
手
で
あ
っ
た
公
共
施
設
の
耐
震
化
工
事

を
、
合
併
特
例
債
を
有
効
に
活
用
し
、
順

次
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら

の
工
事
、
特
に
小
中
学
校
の
大
規
模
改
造

に
は
、
と
き
が
わ
町
政
運
営
に
お
け
る

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
意
識
改
革
）」、「
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
」、「
ロ
ー
コ
ス
ト
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
」
の
3
つ
の
理
念
と
、
町
の
森

林
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
「
と
き
が
わ

方
式
」
が
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
森
林
環
境
と
教
育
環
境
を
同
時
に
改
善

と
き
が
わ
町
で
は
、
面
積
の
7
割
を
占

め
る
荒
廃
し
た
山
林
の
再
生
が
、
懸
案
事

項
の
ひ
と
つ
で
し
た
。
全
国
的
に
も
戦
後

造
林
さ
れ
た
人
工
林
が
資

源
と
し
て
利
用
可
能
な
時

期
を
迎
え
る
一
方
、
木
材

価
格
の
下
落
等
の
影
響
な

ど
に
よ
り
森
林
の
手
入
れ

が
十
分
に
行
わ
れ
な
く

な
っ
た
結
果
、
二
酸
化
炭

素
吸
収
機
能
、
水
源
か
ん

養
、
土
壌
保
全
な
ど
、
本

来
森
林
が
持
つ
機
能
の
低

下
を
生
じ
さ
せ
て
い
ま

す
。森

林
の
本
来
の
機
能
を

取
り
戻
す
た
め
に
は
、
適

切
に
木
を
利
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
地
域
の
森
林
資
源
を
積
極
的

に
小
中
学
校
の
内
装
に
用
い
る
な
ど
の

「
公
共
施
設
の
内
装
木
質
化
」
に
平
成
12

年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
教

育
環
境
の
整
備
方
法
は
、
子
ど
も
た
ち
が

日
々
の
生
活
を
送
る
校
舎
に
ぬ
く
も
り

と
、
い
や
し
効
果
を
持
つ
素
材
「
木
」
を

取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
学
校
の
雰
囲
気
が

落
ち
着
き
、
教
育
再
生
の
一
助
に
な
る
の

と
同
時
に
、
地
域
産
材
の
活
用
に
よ
る
伐

採
と
植
林
の
サ
イ
ク
ル
が
一
定
の
リ
ズ
ム

で
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
山
林
の
活
性
化
が

促
進
さ
れ
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
す
。

■
「
と
き
が
わ
方
式
」
の
教
育
環
境
整
備

戦
後
全
国
に
建
て
ら
れ
た
小
中
学
校
の

校
舎
の
う
ち
、
80
％
以
上
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
で
、
こ
の
種
の
建
築
物
の
寿
命

は
50
〜
60
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
校
舎
は
、
建
替
え
あ
る
い
は
改
修
の

時
期
が
迫
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
安
全
面

を
考
慮
し
つ
つ
、
最
も
経
費
を
抑
え
た
改

修
方
法
と
し
て
、
耐
震
補
強
を
施
し
、
外

壁
を
塗
り
替
え
、
屋
上
の
防
水
加
工
を
行

い
、
同
時
に
内
装
も
木
質
化
を
す
る
こ
と

で
新
築
同
様
の
「
木
の
学
校
」
と
し
て
校

舎
は
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

仮
に
木
造
新
築
の
学
校
を
建
築
し
た
場

合
、
1
校
で
10
億
円
以
上
の
経
費
が
か
か

る
そ
う
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
と
き
が
わ

町
の
手
法
で
は
、
新
築
1
校
に
満
た
な
い

金
額
で
、
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と
な
く
木

造
小
学
校
1
校
と
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
小
学
校
2
校
、
中
学
校
2
校
を
リ

△

木
質
化
し
た
学
校
の
廊
下

△

と
き
が
わ
産
材
で
生
ま
れ
変
わ
っ
た
、
都
幾
川
中
学
校
体
育
館

△

ツ
ル
が
巻
き
付
き
、
枝
打
ち
も
さ
れ
て
い
な
い

荒
廃
し
た
山
林
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ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
地
域
産
材
で
の
内
装
木
質
化
と
耐
震

改
修
に
よ
る
教
育
環
境
の
整
備
は
、「
と

き
が
わ
方
式
」
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。建

替
え
と
比
較
し
て
低
コ
ス
ト
、
短
期

間
で
実
施
可
能
な
こ
の
方
法
は
、
夏
休
み

の
期
間
に
工
事
を
行
い
、
新
学
期
に
生
ま

れ
変
わ
っ
た
校
舎
で
子
ど
も
た
ち
を
迎
え

る
こ
と
の
で
き
る
、
新
た
な
木
の
学
校
づ

く
り
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
重
要
な
山
林
の
循
環
サ
イ
ク
ル

教
育
施
設
の
内
装
木
質
化
は
、
木
材
の

持
つ
調
湿
機
能
に
よ
る
健
康
面
へ
の
効
果

や
安
全
性
の
向
上
な
ど
に
効
果
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
役
場
庁
舎
や
公
民
館
の

内
装
木
質
化
、
木
造
の
地
域
集
会
所
や
観

光
施
設
、
庁
舎
内
の
サ
イ
ン
類
や
町
職
員

の
名
札
に
至
る
ま
で
、「
木
づ
か
い
」
に

こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

木
材
を
資
材
と
し
て
積
極
的
に
活
用

し
、
伐
採
後
は
針
葉
樹
と
広
葉
樹
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
混
交
林
と
し
て
植
樹
す
れ
ば
、

水
の
か
ん
養
、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
効
果

等
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
「
伐
採

し
、
活
用
し
、
植
え
る
」
と
い
う
山
林
の

循
環
の
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
こ
と
は
、

川
の
上
流
部
の
私
達
に
と
っ
て
も
、
下
流

部
の
都
市
部
の
人
た
ち
に
と
っ
て
も
、
非

常
に
重
要
で
す
。

公
共
建
築
物
木
材
利
用
促
進
法
の
施
行

に
伴
い
、
と
き
が
わ
町
で
は
埼
玉
県
内
の

自
治
体
で
は
初
と
な
る
「
町
有
施
設
の
木

造
化
・
木
質
化
等
に
関
す
る
指
針
」
を
策

定
し
、
さ
ら

な
る
林
業
振

興
を
推
進
し

よ
う
と
し
て

い
ま
す
。「
植

え
て
育
て

る
」
林
業
か

ら
前
進
す
る

た
め
、
木
材

を
供
給
す
る

川
上
と
、
消

費
す
る
川
下

の
結
び
つ
き

を
強
化
し
、

木
材
全
体
の
需
要
拡
大
に
取
組
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

観
光
入
込
客
数10

0
万
人
を
目
指
す

■
都
心
に
近
い
田
舎
の
利
点
を
活
か
し
て

と
き
が
わ
町
は
、
都
心
か
ら
日
帰
り
で

き
る
、
都
会
か
ら
近
い
「
田
舎
」
で
す
。

田
舎
で
あ
る
こ
と
は
、
見
方
を
変
え
れ
ば

田
舎
で
あ
る
こ
と
の
一
つ
一
つ
の
要
素
が

重
要
な
資
源
に
も
な
り
ま
す
。

町
で
は
、
手
軽
に
田
舎
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
施
設
を
中
心
に
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
と
き
が
わ
町
の
観
光
は
、
観
光
事

業
者
が
観
光
商
品
を
開
発
す
る
「
発
地
型

観
光
」
で
は
な
く
、
地
域
と
行
政
が
自
ら

の
発
想
力
と
想
像
力
で
地
域
固
有
の
観
光

商
品
を
開
発
す
る
「
着
地
型
観
光
」
で
す
。

地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
指
導
で
伝
統
食

で
あ
る
う
ど
ん
・
そ
ば
打
ち
が
体
験
で
き

る
施
設
、
澄
ん
だ
空
気
の
中
で
星
空
観
測

を
楽
し
め
る
施
設
、
清
冽
な
水
を
た
た
え

た
渓
谷
の
ほ
と
り
で
温
泉
入
浴
が
楽
し
め

る
施
設
。
こ
れ
ら
町
が
整
備
し
た
観
光
施

設
は
、
ど
れ
も
環
境
の
良
い
田
舎
で
あ
る

こ
と
を
資
源
と
し
て
捉
え
、
地
域
の
人
的

資
源
を
も
活
用
し
、
東
京
か
ら
近
い
こ
と

の
優
位
性
に
着
目
し
た
、
都
市
と
農
村
の

交
流
体
験
型
の
施
設
で
す
。

■
原
木
キ
ノ
コ
を
特
産
品
に

近
年
と
き
が
わ
町
で
は
、
新
た
な
特
産

物
づ
く
り
と
し
て
、
原
木
栽
培
に
よ
る
キ

ノ
コ
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特

に
、
こ
れ
ま
で
不
可
能
と
さ
れ
て
き
た
針

葉
樹
で
あ
る
ヒ
ノ
キ
原
木
か
ら
ナ
メ
コ
を

発
生
さ
せ
る
技
術
は
、
豊
富
に
あ
る
ヒ
ノ

キ
間
伐
材
の
有
効
活
用
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

生
産
し
た
ナ
メ
コ
、
マ
イ
タ
ケ
、
シ
イ

タ
ケ
な
ど
の
キ
ノ
コ
類
は
、
町
内
に
あ
る

4
か
所
の
町
有
直
売
施
設
で
、
主
に
観
光

客
に
対
し
て
販
売
さ
れ
る
ほ
か
、
町
内
の

う
ど
ん
店
や
そ
ば
店
な
ど
で
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
原
材
料
の
原
木
調
達
か
ら

△

森
林
再
生
に
は
、
木
を
適
切
に
使
う
こ
と
が
大
切

△

渓
谷
の
ほ
と
り
に
古
民
家
の
た
た
ず
ま
い
の
日

帰
り
温
泉
施
設
「
四
季
彩
館
」
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栽
培
地
で
あ
る
山
林
、
販
売
施
設
や
飲
食

店
な
ど
キ
ノ
コ
流
通
の
一
連
の
流
れ
が
、

と
き
が
わ
町
内
で
完
結
で
き
ま
す
。
こ
れ

も
、
都
心
に
近
い
田
舎
な
ら
で
は
の
利
点

で
す
。

■
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
「
客
」
に
取
り
込
め

2
0
0
4
年
の
埼
玉
国
体
で
、
と
き
が

わ
町
は
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
の

コ
ー
ス
の
一
部
に
な
り
ま
し
た
。
国
体
終

了
後
、
コ
ー
ス
上
で
最
大
の
難
所
で
あ
る

「
白
石
峠
」
は
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
達
の
間

で
「
聖
地
」
の
ご
と
く
扱
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
折
か
ら
の
自
転
車
ブ
ー
ム
で
週
末

は
白
石
峠
を
目
指
す
サ
イ
ク
リ
ス
ト
達
で

賑
わ
い
ま
す
。ど
こ
か
ら
来
た
か
聞
く
と
、

「
東
京
の
○
○
区
か
ら
走
っ
て
き
ま
し
た
」

と
の
返
事
は
珍
し
く
な
く
、
私
た
ち
地
元

の
者
を
驚
か
せ
ま
す
。

し
か
し
、
生
活
道
路
の
自
転
車
交
通
量

が
増
え
る
と
交
通
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
、
交
通
の
妨
げ
に
な
る
ル
ー
ル
に
反
し

た
走
行
は
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
は
迷
惑

な
も
の
と
な
り
ま
す
。
今
後
は
、
自
転
車

の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
を
呼
び
か
け
た
上
で
、

こ
れ
ま
で
た
だ
の
通
過
者
で
あ
っ
た
サ
イ

ク
リ
ス
ト
達
に
町
内
の
店
舗
や
温
泉
入
浴

施
設
を
利
用
し
て
も
ら
え
る
仕
組
み
を
整

え
、「
お
客
様
」
と
し
て
も
て
な
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
様
々
な
手
段
を
講
じ
て
、
平
成

22
年
度
の
時
点
で
90
万
人
で
あ
る
観
光
入

込
客
数
を
、
28
年
度
ま
で
に
は
1
0
0
万

人
に
ま
で
に
拡
大
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

努
力
し
て
い
ま
す
。

合
併
後
の
基
盤
整
備
の
推
進

■
町
が
主
体
的
に
情
報
通
信
基
盤
を
整
備

と
き
が
わ
町
は
、
民
間
事
業
者
に
よ
る

高
速
通
信
環
境
の
整
備
が
遅
れ
て
お
り
、

町
内
で
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
で
す
ら
利
用
で
き
な
い

地
域
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
た
め
、若
者
の

間
で
は
生
活
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

で
き
な
い
地
域
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。少

子
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
る
と
き
が
わ
町

に
と
っ
て
、若
年
層
の
町
外
へ
の
流
出
を
食

い
止
め
る
こ
と
は
、重
要
な
課
題
で
す
。「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
出
来
な
い
町
に
は

住
み
た
く
な
い
」と
い
う
若
者
た
ち
の
言
葉

に
触
発
さ
れ
、合
併
特
例
債
を
活
用
し
、町

が
主
体
的
に
光
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
し
、民

間
事
業
者
に
貸
し
出
す
公
設
民
営
方
式
で
、

情
報
通
信
基
盤
の
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
光
ケ
ー
ブ
ル
網
を
活
用
し
、
町
か

ら
の
情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
「
光
ｉ
フ
レ
ー
ム
」
の
端
末
を
利
用
し
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
技
術
を
応
用
し
た
「
ｉ
か

わ
ら
ば
ん
」
と
呼
ば
れ
る
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

式
の
情
報
端
末
を
町
民
や
町
内
事
業
者
に

貸
し
出
し
、
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
町
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
観
光
情

報
な
ど
の
行
政
情
報
は
も
ち
ろ
ん
、
端
末

を
借
り
受
け
て
い
る
町
内
の
商
店
な
ど
が

発
信
す
る
売
り
出
し
情
報
な
ど
に
つ
い
て

も
、
文
字
と
写
真
で
「
ｉ
か
わ
ら
ば
ん
」

利
用
者
に
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

■
バ
ス
体
系
を
「
ハ
ブ
＆
ス
ポ
ー
ク
化
」

合
併
に
よ
り
町
の
面
積
が
拡
大
し
た
こ

と
に
よ
り
、
町
民
の
バ
ス
路
線
へ
の
ニ
ー

ズ
が
多
様
化
し
、
単
に
町
内
に
あ
る
Ｊ
Ｒ

の
駅
へ
の
輸
送
だ
け
で
な
く
、
よ
り
利
便

性
の
高
い
と
な
り
町
に
あ
る
私
鉄
駅
へ
の

接
続
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

公
共
交
通
機
関
で
あ
る
バ
ス
路
線
の
充

実
は
、通
勤
通
学
者
の
足
を
確
保
す
る
事
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
の
生
活
を

継
続
さ
せ
る
事
な
ど
の
点
で
大
変
重
要
で

あ
り
、単
な
る
利
便
性
の
向
上
の
み
で
な

く
、少
子
高
齢
化
対
策
の
重
要
施
策
で
も

あ
り
ま
す
。

町
で
は
、「
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
、
町
民
代
表
や
大
学
の
有
識

者
、
バ
ス
事
業
者
な
ど
、
多
角
的
な
見
地

△

ハ
ブ
バ
ス
停
。
す
べ
て
の
バ
ス
は
、
こ
こ
か
ら

放
射
状
に
目
的
地
へ

△

ヒ
ノ
キ
間
伐
材
に
発
生
し
た
ナ
メ
コ

△

ｉ
か
わ
ら
ば
ん
の
情
報
端
末

△

難
所
「
白
石
峠
」
に
集
う
サ
イ
ク
リ
ス
ト
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フォーラム

か
ら
バ
ス
体
系
の
在
り
方
を
検
討
し
ま
し

た
。そ
の
結
果
、「
ハ
ブ
＆
ス
ポ
ー
ク
方
式
」

を
採
用
し
た
バ
ス
体
系
へ
一
新
す
る
こ
と

に
な
り
、
バ
ス
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
放
射

状
に
Ｊ
Ｒ
系
1
駅
、
私
鉄
系
3
駅
へ
の
ス

ム
ー
ズ
な
接
続
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

バ
ス
体
系
の
再
編
成
と
同
時
に
、
山
間

部
で
あ
る
た
め
大
き
な
バ
ス
が
入
れ
な
い

地
域
に
も
、
き
め
細
か
く
バ
ス
路
線
を
設

定
で
き
る
「
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」
を
導
入
、

さ
ら
に
、
高
齢
者
に
も
わ
か
り
や
す
い

ゾ
ー
ン
料
金
制
を
導
入
し
た
結
果
、
5
月

の
時
点
で
バ
ス
利
用
者
が
対
前
年
比
15
％

の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

お
わ
り
に

と
き
が
わ
町
の
重
要
課
題
で
あ
る
少
子

高
齢
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
は
、

通
信
環
境
整
備
、
バ
ス
体
系
の
一
新
な
ど

に
代
表
さ
れ
る
生
活
基
盤
整
備
の
次
の
手

立
て
が
必
要
で
す
。

今
後
は
、
町
の
森
林
資
源
を
活
用
し
、

森
林
整
備
と
木
材
の
利
用
、
そ
れ
ぞ
れ
の

産
業
に
お
け
る
雇
用
の
創
出
の
た
め
の
事

業
を
実
施
し
、
併
せ
て
そ
れ
ら
の
産
業
に

就
業
を
希
望
す
る
若
者
が
、
と
き
が
わ
町

に
定
住
化
す
る
た
め
の
住
居
を
確
保
す
る

事
業
を
実
施
し
て
、
課
題
の
解
決
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

（
と
き
が
わ
町
長　

関
口
定
男
）

△

ハ
ブ
バ
ス
停
。
す
べ
て
の
バ
ス
は
、
こ
こ
か
ら

放
射
状
に
目
的
地
へ

山間部をきめ細かく走るデマンドバス。町民の関
心は高く、利用説明会には多くの人が訪れ、職員
の説明に耳を傾けた。
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Y
o
u
T
u
b
e
で

世
界
に
支
援
を
訴
え
た
被
災
地
市
長

　

4
月
21
日
、ア
メ
リ
カ
の
伝
統
あ
る
ニ
ュ
ー

ス
情
報
誌
『
タ
イ
ム
』
が
、
2
0
1
1
年
版

の「
世
界
で
最
も
影
響
力
が
あ
る
1
0
0
人
」

の
一
人
に
、
福
島
県
南
相
馬
市
の
桜
井
勝
延

市
長
を
選
び
、
話
題
と
な
っ
た
。
日
本
の
地

方
自
治
体
の
い
ち
首
長
が
、
世
界
に
影
響
力

を
持
つ
の
は
異
例
の
こ
と
で
あ
る
。

　

南
相
馬
市
は
、
3
月
11
日
の
地
震
と
津
波

で
被
災
し
、
さ
ら
に
福
島
第
1
原
子
力
発
電

所
の
事
故
に
よ
り
住
民
は
市
外
避
難
、
自
宅

退
避
を
強
い
ら
れ
た
。
放
射
線
の
恐
怖
に
よ

り
市
は
孤
立
し
、食
料
・
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
生

活
物
資
が
不
足
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
も
取
材
に

来
な
い
。そ
こ
で
、桜
井
市
長
は
3
月
下
旬
、

支
援
を
訴
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
ビ
デ
オ
を
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
動
画
投
稿
サ
イ
ト
「
Y
o
u　

T
u
b
e（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
）」に
ア
ッ
プ
し
た
。

英
語
の
字
幕
付
映
像
が
登
場
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
動
画
の
閲
覧
回
数
は
ま
た
た
く
ま

に
全
世
界
で
増
大
し
、
翌
月
に
は
タ
イ
ム
誌

上
に
市
長
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

だ
。
ビ
デ
オ
の
ア
ッ
プ
か
ら
雑
誌
の
発
行
ま

で
ひ
と
月
足
ら
ず
。
Y
o
u
T
u
b
e
の
情

報
が
い
か
に
短
期
間
で
大
き
な
範
囲
に
広
が

る
か
が
わ
か
る
。

人
気
コ
ン
テ
ン
ツ
は

「
寄
生
虫
・
ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
の
生
態
観
察
」

　

自
治
体
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
は
、

2
0
0
6
、
7
年
ご
ろ
か
ら
、
県
な
ど
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
局
を
開
設
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
動
画
を
流
す
と
い
う
形
で
始
ま
っ

た
が
、
話
題
に
な
り
に
く
か
っ
た
。
エ
ポ
ッ

ク
メ
イ
キ
ン
グ
と
な
っ
た
の
は
、
2
0
0
8

年
、
和
歌
山
県
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
局

開
局
で
あ
る
。

　

和
歌
山
県
は
、
開
局
と
同
時
に
Y
o
u 

T
u
b
e
を
活
用
す
る
方
法
を
と
っ
た
。
製

作
し
た
動
画
を
Y
o
u 

T
u
b
e
に
ア
ッ
プ

し
、
そ
こ
に
リ
ン
ク
を
張
る
こ
と
で
県
専
用

の
放
送
局
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
る
し
く
み

に
し
た
の
だ
。

　

Y
o
u 
T
u
b
e
の
メ
リ
ッ
ト
は
、「
低
コ

ス
ト
」
で
「
高
視
聴
率
」
を
期
待
で
き
る
こ

と
で
あ
る
。
ア
カ
ウ
ン
ト
さ
え
取
得
す
れ
ば

無
料
で
投
稿
で
き
、
サ
ー
バ
ー
の
管
理
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
発

生
し
な
い
。
視
聴
率
で
は
、
函
館
市
が
観
光

P
R
の
た
め
に
ア
ッ
プ
し
て
い
る
『
函
館　

イ
カ
ー
ル
星
人
』
シ
リ
ー
ズ
が
、
閲
覧
数
40

万
回
を
超
え
、大
き
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
名
産
の
イ
カ
の
姿
を
し
た
宇
宙
人

が
、
函
館
の
観
光
地
を
襲
撃
す
る
と
い
う
ス

ト
ー
リ
ー
で
、『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
』や『
新

世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
』
と
い
っ
た
人
気

ア
ニ
メ
風
の
タ
ッ
チ
で
多
く
の
視
聴
者
を
獲

得
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
専
門

家
が
制
作
す
る
大
掛
か
り
な
コ
ン
テ
ン
ツ
は

費
用
も
高
く
、
函
館
市
の
よ
う
な
有
数
の
観

光
地
だ
か
ら
可
能
だ
と
言
え
る
。

　

い
っ
ぽ
う
和
歌
山
県
で
は
、
撮
影
は
職
員

が
行
い
、
編
集
作
業
は
プ
ロ
に
依
頼
す
る
形

を
と
っ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
撮
影
機
器
の
性

能
向
上
で
、
映
像
作
品
の
要
で
あ
る
編
集
作

業
だ
け
を
プ
ロ
が
行
っ
て
も
、
あ
る
程
度
の

ク
オ
リ
テ
ィ
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
ら
だ
。
そ
し
て
、低
コ
ス
ト
な
が
ら
も
、

Y
o
u 

T
u
b
e
で
高
視
聴
率
を
得
ら
れ
る

よ
う
な
魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
作
り
に
、
職

員
が
頭
を
ひ
ね
っ
て
い
る
。
県
動
画
の
人
気

コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
県
立
自
然
博
物
館
で
し
か

見
ら
れ
な
い
「
寄
生
虫
・
ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
の

生
態
観
察
」
や
、
尾
び
れ
を
欠
き
な
が
ら
も

懸
命
に
生
き
る
「
ど
根
性
ア
オ
バ
ス
ズ
メ
ダ

イ
」
な
ど
。
Y
o
u 

T
u
b
e
で
は
、
マ
ニ

ア
ッ
ク
な
歴
史
や
文
化
が
人
気
を
得
る
こ
と

が
多
い
た
め
、
地
域
な
ら
で
は
の
歴
史
や
自

然
な
ど
を
、
い
か
に
面
白
く
切
り
取
っ
て
発

信
す
る
か
が
、高
視
聴
率
へ
の
勝
負
と
な
る
。

手
軽
だ
か
ら
こ
そ
問
わ
れ
る

内
容
の
面
白
さ

　

こ
れ
は
、
ネ
ッ
ト
情
報
発
信
の
す
べ
て
に

言
え
る
こ
と
だ
が
、
初
期
投
資
が
低
く
す
む

ぶ
ん
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
内
容
が
い
か
に
面
白

い
か
が
効
果
を
左
右
す
る
。
テ
レ
ビ
局
に
し

ろ
印
刷
に
し
ろ
、
以
前
は
媒
体
を
使
っ
て
情

報
発
信
を
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
な
り
に
ま

と
ま
っ
た
費
用
が
必
要
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
ネ
ッ
ト
上
へ
は
、
極
端
な
話
、
パ
ソ
コ
ン

1
台
あ
れ
ば
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
手

軽
さ
が
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
情
報
の
氾
濫
を
引

き
起
こ
し
て
い
る
た
め
、
自
分
の
情
報
を
視

聴
者
に
届
け
る
た
め
に
は
、
工
夫
が
必
要
で

あ
る
。工
夫
と
は
、Y
o
u 

T
u
b
e
な
ど
の

人
が
た
く
さ
ん
集
ま
る
サ
イ
ト
を
利
用
す
る

こ
と
と
、面
白
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
発
信
す
る
こ

と
だ
。そ
し
て
ネ
ッ
ト
の〝
口
こ
み
〞効
果
は
、

今
ま
で
の
媒
体
の
比
で
は
な
く
、人
々
の
琴
線

に
触
れ
る
情
報
は
、ま
た
た
く
間
に
広
が
る
。

　

町
村
の
例
で
は
、
長
野
県
信
濃
町
役
場
が

町
の
情
報
を
Y
o
u 

T
u
b
e
に
ア
ッ
プ
し

て
い
る
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は
「
信
濃
町
の

み
な
さ
ん
に
は
、
地
域
や
行
政
の
情
報
を
。

全
国
の
み
な
さ
ん
に
は
、信
濃
町
の
魅
力
を
。

町
を
離
れ
全
国
各
地
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
み

な
さ
ん
に
は
、
ふ
る
さ
と
の
映
像
を
」
と
う

た
わ
れ
て
い
る
。
自
治
体
が
情
報
発
信
す
る

目
的
は
、こ
の
3
つ
に
集
約
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

住
民
生
活
を
守
る
た
め
、
ま
た
地
域
活
性
化

の
た
め
に
、
情
報
発
信
は
不
可
欠
だ
。
役
場

の
パ
ソ
コ
ン
は
世
界
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

YouTube に投稿されている
信濃町役場の動画

ネ
ッ
ト
時
代
の
情
報
発
信
の
ヒ
ン
ト

　
低
コ
ス
ト
で
高
視
聴
率
を
可
能
に
す
る
Y
o
u
T
u
b
e

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
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建
物
災
害
共
済
事
業

　

建
物
災
害
共
済
事
業
は
、
町
村
の
所
有
す
る
建
物

等
が
火
災
や
自
然
災
害
等
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を

相
互
救
済
す
る
た
め
、
昭
和
二
十
三
年
四
月
よ
り
地

方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二
（
相
互
救
済
事
業
経
営

の
委
託
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
財
団
法
人
全
国
自
治

協
会
が
受
託
事
業
と
し
て
実
施
し
、
現
在
に
至
っ
て

い
る
。
こ
の
間
、
共
済
委
託
町
村
な
ら
び
に
各
都
道

府
県
支
部
（
町
村
会
）
の
ご
理
解
と
多
大
な
協
力
を

得
て
事
業
基
盤
は
順
調
に
推
移
し
て
い
た
も
の
の
委

託
団
体
の
減
少
に
伴
い
分
担
金
収
入
は
減
収
と
な
っ

た
。

　

こ
の
た
め
、
事
業
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
制
度

内
容
の
充
実
を
は
か
る
と
と
も
に
、
共
済
委
託
団
体

の
財
政
負
担
の
軽
減
を
は
か
り
、
共
済
委
託
物
件
の

継
続
加
入
推
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
二
年
度
の
正
味
財
産
は
、
共
済
基
金
分

担
金
収
入
五
九
億
八
、
二
八
二
万
余
円
等
を
含
む
経

常
収
益
合
計
七
六
億
九
、
二
〇
七
万
余
円
（
前
年
比

一
・
二
％
減
）
と
共
済
金
二
四
億
三
、
二
四
一
万
余

円
を
含
む
事
業
費
計
八
一
億
四
、
五
五
三
万
余
円
及

び
管
理
費
計
五
億
七
、
七
八
三
万
余
円
を
あ
わ
せ
た

経
常
費
用
八
七
億
二
、
三
三
七
万
余
円
（
同
三
七
・

七
％
増
）
と
の
差
引
き
一
〇
億
三
、
一
三
〇
万
余
円

の
減
額
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
、
加
入
物
件
が
甚
大
な
被
害
を
被
り
、
災
害
見
舞

金
二
三
億
四
、
〇
〇
〇
万
円
の
支
払
い
を
見
込
み
運

営
準
備
積
立
金
一
四
億
五
、
三
六
六
万
余
円
を
取
崩

す
こ
と
と
し
た
。
一
方
、
基
金
積
立
金
は
、
四
億
二
、

二
三
六
万
余
円
増
加
し
た
。

　

平
成
二
十
二
年
度
の
受
託
及
び
罹
災
状
況
等
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

1
、
受
託
状
況

　

平
成
二
十
二
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
（
1
）
の

と
お
り
で
あ
る
。
受
託
件
数
は
三
七
〇
、
五
〇
八
件

で
、前
年
度
比
五
一
〇
件
（
〇
・
一
％
）
の
増
と
な
っ

た
。
ま
た
、
共
済
責
任
額
は
前
年
度
比
三
、
二
一
六

億
余
円
減
の
三
〇
兆
八
、五
六
七
億
余
円
と
な
っ
た
。

収
入
分
担
金
は
、
五
九
億
八
、
二
八
二
万
余
円
で
前

年
度
実
績
六
〇
億
四
、
一
七
三
万
余
円
に
比
し
五
、

八
九
〇
万
余
円
（
一
・
〇
％
）
の
減
と
な
っ
た
。

2
、
罹
災
状
況

　

平
成
二
十
二
年
度
の
罹
災
状
況
は
表
（
2
）
の
と

お
り
で
あ
る
。
罹
災
件
数
は
四
、
二
七
七
件
で
、
前

年
度
よ
り
二
九
四
件
（
七
・
四
％
）
の
増
と
な
り
、

支
払
共
済
金
は
前
年
度
よ
り
一
億
六
、
四
一
二
万
余

円
（
六
・
三
％
）
減
の
二
四
億
三
、
二
四
一
万
余
円

と
な
っ
た
。
な
お
、
収
入
分
担
金
五
九
億
八
、
二
八

二
万
余
円
に
対
す
る
損
害
率
は
四
〇
・
七
％
で
あ
る
。

3
、
用
途
別
罹
災
状
況

　

用
途
別
の
罹
災
状
況
は
表
（
3
）
の
と
お
り
で
あ

る
。
罹
災
件
数
は
学
校
関
係
施
設
が
最
も
多
く
、
支

払
共
済
金
及
び
用
途
別
の
損
害
率
に
お
い
て
は
環
境

衛
生
施
設
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

4
、
災
害
見
舞
金

　

災
害
見
舞
金
は
、自
然
災
害（
地
震
・
噴
火
・
津
波

公
有
物
件
災
害
共
済
事
業
の
概
要
報
告

平
　
　
　
成

二
十
二
年
度

表⑴　建物共済受託実績

区　　　分 平成22年度 平成21年度 比較増減 増減率

件 数 370,508件 369,998件 510件 0.1％

共済責任額 30,856,721,305千円 31,178,406,020千円 △321,684,715千円 △1.0％

収入分担金 5,982,829,549円 6,041,732,848円 △58,903,299円 △1.0％

（注）△印は減を示す。

表⑷　建物共済災害見舞金給付状況

区　　　分 平成22年度 過　年　度 合　　　計

件 数 － 件 150件 150件

災害見舞金給付額 － 円 124,429,181円 124,429,181円

未 払 費 用 2,340,000,000円 493,993,083円 2,833,993,083円

合 計 2,340,000,000円 618,422,264円 2,958,422,264円

表⑶　建物共済用途別罹災状況

用　途　別 件　　　数 支　払　共　済　金 損　害　率

建　

物　

共　

済

学校関係施設 922件（ 21.6％） 231,786,981円（　9.5％） 3.9％（ 16.9％）

役場関係施設 432　（ 10.1％） 253,430,739　（ 10.4％） 4.2　（ 66.3％）

医療関係施設 71　（　1.7％） 76,004,448　（　3.1％） 1.3　（ 34.8％）

住 宅 施 設 172　（　4.0％） 198,048,978　（　8.2％） 3.3　（ 41.1％）

社会教育・文化施設 494　（ 11.6％） 169,634,143　（　7.0％） 2.8　（ 18.6％）

福祉関係施設 325　（　7.6％） 126,435,077　（　5.2％） 2.1　（ 23.3％）

体育・レクリエーション施設 647　（ 15.1％） 321,938,173　（ 13.2％） 5.4　（ 38.7％）

環境衛生施設 699　（ 16.3％） 780,855,791　（ 32.1％） 13.1　（117.7％）

その他の施設 515　（ 12.0％） 274,282,205　（ 11.3％） 4.6　（ 49.1％）

合 計 4,277　（100.0％） 2,432,416,535　（100.0％） 40.7 　　――

（注） 損害率は総分担金収入に対する用途別の損害率であり、（　　）は各用途別区分
収入に対する用途別の損害率である。

表⑵　建物共済罹災状況

区　　　分 平成22年度 平成21年度 比較増減 増減率

件 数 4,277件 3,983件 294件 7.4％

支払共済金 2,432,416,535円 2,596,539,050円 △164,122,515円 △6.3％

損 害 率 40.7％ 43.0％ △2.3％ ──

（注）△印は減を示す。

財
団
法
人
全
国
自
治
協
会

　

財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
は
、
地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二
の
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
公
有
物
件
（
建
物
・
自
動
車
）
の
災
害
共

済
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
三
年
七
月
八
日
開
催
の
評
議
員
会
の
同
意
を
得
、
同
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、
平
成
二
十
二
年
度
事
業

概
要
及
び
決
算
に
つ
い
て
認
定
を
得
た
の
で
、
次
の
と
お
り
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。
町
村
週
報
へ
の
掲
載
は
、
公
有
物
件
災
害
共
済
規
約

第
二
二
条
の
『
地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二
の
第
二
項
に
定
め
る
通
知
お
よ
び
公
示
は
、
全
国
町
村
会
が
発
行
す
る
「
町
村
週
報
」
に
掲

載
し
て
、
こ
れ
を
行
う
』
と
の
定
め
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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活 動

に
よ
る
損
害
）に
対
し
て
給
付
す
る
が
、平
成
二
十

二
年
度
に
お
い
て
は
、表
（
4
）
の
と
お
り
で
あ
る
。

5
、
諸
積
立
金

　

平
成
二
十
二
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金
（
財

産
収
入
を
も
っ
て
造
成
）及
び
運
営
準
備
積
立
金（
事

業
剰
余
金
の
積
立
）
の
総
額
は
四
五
八
億
一
、
一
五

一
万
余
円
と
な
り
、
そ
の
内
訳
は
、
基
金
積
立
金
三

〇
八
億
八
、
五
九
三
万
余
円
、
運
営
準
備
積
立
金
一

四
九
億
二
、
五
五
七
万
余
円
で
あ
る
。

6
、
消
防
設
備
資
金
融
資

　

共
済
事
業
委
託
町
村
等
に
対
す
る
還
元
融
資
と
し

て
の
消
防
設
備
資
金
の
貸
付
状
況
は
、
表
（
5
）
の

と
お
り
で
あ
る
。

自
動
車
損
害
共
済
事
業

　

自
動
車
損
害
共
済
事
業
は
、
町
村
が
管
理
、
使
用

す
る
自
動
車
に
つ
い
て
生
じ
た
損
害
及
び
自
動
車
に

よ
っ
て
生
じ
た
共
済
委
託
町
村
が
被
る
法
律
上
の
損

害
賠
償
額
を
相
互
に
救
済
す
る
た
め
、
建
物
災
害
共

済
事
業
と
同
様
、地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二（
相

互
救
済
事
業
経
営
の
委
託
）
の
規
定
に
よ
る
共
済
事

業
と
し
て
、
昭
和
三
十
三
年
十
月
に
発
足
し
た
。
こ

の
間
、
共
済
委
託
町
村
な
ら
び
に
各
都
道
府
県
支
部

（
町
村
会
）の
ご
理
解
と
多
大
な
協
力
を
得
て
事
業
基

盤
は
順
調
に
推
移
し
て
い
る
も
の
の
、
公
用
車
の
減

少
傾
向
等
に
伴
い
分
担
金
収
入
は
減
収
と
な
っ
た
。

　

事
業
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
制
度
内
容
の
充
実

を
は
か
る
と
と
も
に
、
事
故
に
よ
っ
て
生
ず
る
事
故

処
理
に
つ
い
て
は
査
定
専
門
員
を
配
置
し
、
査
定
体

制
の
強
化
を
は
か
り
早
期
か
つ
適
正
な
解
決
に
努
め

て
い
る
。

　

平
成
二
十
二
年
度
の
正
味
財
産
は
、
共
済
基
金
分

担
金
収
入
二
七
億
一
、
四
二
二
万
余
円
等
を
含
む
経

常
収
益
合
計
三
二
億
七
四
二
万
余
円
（
前
年
比
四
・

八
％
減
）
と
共
済
金
一
五
億
七
、
〇
四
六
万
余
円
等

を
含
む
事
業
費
計
二
八
億
九
、
九
〇
二
万
余
円
及
び

管
理
費
計
一
億
九
、
〇
八
九
万
余
円
を
あ
わ
せ
た
経

常
費
用
三
〇
億
八
、
九
九
一
万
余
円
（
同
一
・
六
％

増
）
と
の
差
引
き
一
億
一
、
七
五
〇
万
余
円
が
増
加

し
、
一
六
〇
億
五
、
七
八
三
万
余
円
（
同
〇
・
七
％

増
）
と
な
っ
た
。
こ
の
当
期
増
減
額
に
つ
い
て
は
、

規
約
に
基
づ
き
基
金
積
立
金
に
繰
り
入
れ
一
億
三
、

二
八
四
万
余
円
増
加
し
た
が
、運
営
準
備
積
立
金
は
、

共
済
事
業
収
支
に
欠
損
が
生
じ
た
た
め
同
積
立
金
を

取
り
崩
し
、
て
ん
補
し
た
た
め
、
一
、
五
三
三
万
余

円
減
少
し
た
。

　

平
成
二
十
二
年
度
の
受
託
及
び
損
害
状
況
等
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

1
、
受
託
状
況

　

平
成
二
十
二
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
（
6
）
の

と
お
り
で
あ
っ
て
、共
済
基
金
分
担
金
収
入
総
額
は
、

二
七
億
一
、
四
二
二
万
余
円
で
、
前
年
度
実
績
に
比

し
、
六
、
四
四
五
万
余
円
（
二
・
三
％
）
の
減
と
な
っ

た
。

　

共
済
種
別
毎
の
受
託
状
況
で
は
、
車
両
共
済
に
お

い
て
は
、
一
〇
九
、
七
六
九
台
で
前
年
度
比
四
、
八

〇
四
台
（
四
・
二
％
）
の
減
、
収
入
分
担
金
一
二
億

六
、
二
四
二
万
余
円
で
、
前
年
度
比
一
、
九
七
七
万

余
円
（
一
・
五
％
）
の
減
と
な
っ
た
。
ま
た
、
賠
償

共
済
に
お
い
て
は
、
対
物
賠
償
共
済
一
一
四
、
二
六

二
台
で
前
年
度
比
四
、
九
一
二
台
（
四
・
一
％
）、

対
人
賠
償
共
済
一
一
三
、
九
八
六
台
で
、
前
年
度
比

四
、
九
四
〇
台
（
四
・
二
％
）
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
、

収
入
分
担
金
は
対
物
賠
償
共
済
九
億
二
九
万
余
円
で

前
年
度
比
二
、
五
六
六
万
余
円
（
二
・
八
％
）、
対

人
賠
償
共
済
五
億
五
、
一
五
〇
万
余
円
で
、
前
年
度

比
一
、九
〇
一
万
余
円
（
三
・
三
％
）
の
減
と
な
っ
た
。

2
、
損
害
の
状
況

　

平
成
二
十
二
年
度
の
損
害
状
況
は
表
（
7
）
の
と

お
り
で
あ
っ
て
、
損
害
件
数
は
車
両
共
済
で
六
、
八

〇
三
件
、
前
年
度
比
四
七
九
件
増
加
し
、
対
物
賠
償

共
済
は
二
、
〇
五
三
件
で
、
前
年
度
比
四
四
件
の
増
、

対
人
賠
償
共
済
は
一
七
二
件
で
、
前
年
度
比
四
件
の

減
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
損
害
率
に
お
い
て
は
、
前
年
度
に
比
べ
、

車
両
共
済
が
八
・
七
％
増
加
し
、
対
物
賠
償
共
済
は

〇
・
二
％
、
対
人
賠
償
共
済
一
・
二
％
減
少
し
た
。

3
、
支
払
備
金

　

既
発
生
事
故
で
あ
っ
て
共
済
金
が
未
請
求
と
な
っ

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
損
害
共
済
金
を
概
算
見

積
り
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
の
上
、
平
成
二
十
二

年
度
支
払
備
金
と
し
て
七
五
九
件
、
二
億
九
、
七
三

九
万
余
円
を
計
上
し
た
。

4
、
諸
積
立
金

　

平
成
二
十
二
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金
（
財

産
収
入
を
も
っ
て
造
成
）及
び
運
営
準
備
積
立
金（
事

業
剰
余
金
の
積
立
）
の
総
額
は
一
六
〇
億
五
、
七
八

三
万
余
円
と
な
り
、
そ
の
内
訳
は
、
基
金
積
立
金
四

一
億
七
七
五
万
余
円
、
運
営
準
備
積
立
金
一
一
九
億

五
、
〇
〇
七
万
余
円
で
あ
る
。

表⑹　自動車共済受託実績

区　　　分 車 両 共 済
賠　償　共　済

合　　　計
対　　　物 対　　　人

平
成
22
年
度

台 数 109,769台 114,262台 113,986台 338,017台
収入分担金 1,262,425,320円 900,295,470円 551,501,050円 2,714,221,840円

平
成
21
年
度

台 数 114,573台 119,174台 118,926台 352,673台
収入分担金 1,282,204,260円 925,964,390円 570,513,130円 2,778,681,780円

比
較
増
減
（
％
）

台 数 △4,804台 △4,912台 △4,940台 △14,656台
　 （△4.2％） （△4.1％） （△4.2％） （△4.2％）

収入分担金 △19,778,940円 △25,668,920円 △19,012,080円 △64,459,940円
　 （△1.5％） （△2.8％） （△3.3％） （△2.3％）

（注）△印は減を示す。

表⑺　自動車共済損害状況

区　　　分 車 両 共 済
賠　償　共　済

合　　　計
対　　　物 対　　　人

平
成
22
年
度

件 数 6,803件 2,053件 172件 9,028件
支払共済金 1,054,326,856円 316,835,057円 199,307,092円 1,570,469,005円
損 害 率 （83.5％） （35.2％） （36.1％） （57.9％）

平
成
21
年
度

件 数 6,324件 2,009件 176件 8,509件
支払共済金 959,712,907円 328,072,789円 212,604,894円 1,500,390,590円
損 害 率 （74.8％） （35.4％） （37.3％） （54.0％）

比
較
増
減（
％
）

件 数 479件 44件 △4件 519件
支払共済金 94,613,949円 △11,237,732円 △13,297,802円 70,078,415円
損 害 率 （8.7％） （△0.2％） （△1.2％） （3.9％）

（注）損害率＝支払共済金／収入分担金　△印は減を示す。

表⑸　消防設備資金融資

貸 付 年 度 貸付件数 貸　付　額 償還済額 本年度末貸付残金

平成1 6年度 209件 3,360,500,000円 2,835,698,000円 524,802,000円

平成1 7年度 131 2,296,700,000 1,573,104,000 723,596,000

平成1 8年度 114 1,950,800,000 1,003,840,000 946,960,000

平成1 9年度 98 1,750,800,000 594,472,000 1,156,328,000

平成2 0年度 99 1,879,300,000 330,092,000 1,549,208,000

平成2 1年度 82 1,633,900,000 0 1,633,900,000

平成2 2年度 81 1,674,900,000 0 1,674,900,000

合 計 814 14,546,900,000 6,337,206,000 8,209,694,000

（注）平成22年度の貸付条件は次のとおりである。
　　 1．償還期限は資金を借受けた翌年度から７年以内
　　 2． 貸付利率は貸付期日により異なり、12月１日貸付分が0.3％、１月11日貸付分が

0.5％、２月１日貸付分が0.5％、３月１日貸付分が0.6％、３月25日貸付分が0.6
％である。
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7
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
、
長
野
県
町
村

会
が
主
催
し
て
「
信
州
縦
断　

元
気
な
ふ
る

さ
と
収
穫
祭
め
ぐ
り
2
0
1
1
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

今
年
で
8
年
目
を
迎
え
る
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
県
内
58
町
村
が
地
域
住
民
と
の

協
働
で
行
う
収
穫
祭
、
農
業
祭
、
物
産
展
、

産
業
祭
等
を
県
内
外
に
情
報
発
信
す
る
こ
と

に
よ
り
、
多
く
の
人
々
を
信
州
に
呼
び
、
地

元
特
産
品
、
農
林
産
物
の
紹
介
や
販
売
、
地

元
の
人
々
と
の
交
流
を
通
じ
て
「
ふ
る
さ
と

（
町
村
）」
の
「
元
気
」
と
「
よ
さ
」
を
広
く

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。長

野
県
内
で
は
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
新
鮮

な
農
産
物
や
特
色
あ
る
産
品
に
出
会
え
た

り
、
大
自
然
と
の
触
れ
あ
い
が
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
す
。

ぜ
ひ
美
味
し
い
も
の
、
そ
し
て
「
町
村
の

元
気
」
を
探
し
に
ふ
る
さ
と
信
州
に
お
越
し

く
だ
さ
い 

。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
町
村
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
長
野
県
町
村
会

電
話
0
2
6

－

2
3
4

－

3
5
3
0

ホームページ
http://machimura-nagano.jp/furusato2011/

元
気
な
ふ
る
さ
と
収
穫
祭
め
ぐ
り
２
０
１
1

信州
縦断

　全国町村会では、全国の町村との連携を密にし、町村長と町村職員のみなさんの情報収集の利便
性を向上させるため、町村専用ページ「町村.com」を開設しています。
　「町村 .com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁などの政策情報を随時ご提供しているほか、
全国の町村の先進的な取り組み事例をはじめ、各種統計資料など様々なデータも公表しています。
　私どもは、「町村 .com」が町村関係者にとって真に役立つホームページとなることを目指し、こ

れからも充実をはかっていきたいと考えてい
ますので、ご覧になったご感想・ご意見を、下
記のメールアドレスにお寄せください。

kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 http://www.zck.or.jp/choson/

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用いただ
ける専用ページです。
  ご覧になる際は、所定のパスワードが必要になります。

・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ済み（平
成18年9月27日付）ですが、 お問い合わせは、全国町村会
広報部までメール（kouhou@zck.or.jp）でお願いいたし
ます。
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随 想

紀
美
野
町
は
、
平
成
18
年
1
月
1
日
に

2
町
が
合
併
し
、
新
し
く
誕
生
し
た
町
で

あ
り
ま
す
。

和
歌
山
県
の
北
部
に
位
置
す
る
本
町
は
、

人
口
約
1
万
人
余
、
面
積
1
2
8
・
31
㎢

の
う
ち
75
％
が
森
林
を
占
め
、
町
の
中
央

を
霊
峰
・
高
野
山
を
源
に
も
つ
紀
ノ
川
の

支
流
、
貴
志
川
が
流
れ
、
そ
の
流
域
に
広

が
る
丘
陵
地
と
山
地
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
は
、
世
界
遺
産
で
あ
る
霊
場
・
高

野
山
と
歴
史
的
に
つ
な
が
り
が
深
く
、
町

内
に
は
多
く
の
名
所
や
旧
跡
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
満
天
の
星
空
が
見
え
る
夜
空
を

観
望
で
き
る
、
一
般
公
開
用
と
し
て
は
国

内
で
も
屈
指
の
大
き
さ
を
誇
る
口
径
1
0

5
㎝
の
反
射
望
遠
鏡
を
備
え
た
「
み
さ
と

天
文
台
」
を
は
じ
め
、
秋
に
は
ス
ス
キ
の

大
草
原
が
一
望
で
き
、
別
名
：
関
西
の
軽

井
沢
と
も
言
わ
れ
る
県
立
自
然
公
園
「
生お

石い
し

高
原
」
が
あ
る
自
然
豊
か
な
町
で
す
。

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
言
わ
れ
る

中
、
我
が
ま
ち
紀
美
野
町
で
も
高
齢
化
率

が
37
％
を
超
え
、
64
地
区
中
、
25
地
区
が

限
界
集
落
と
な
り
総
世
帯
数
は
減
少
す
る

半
面
、
独
居
老
人
が
増
加
し
、
地
区
の
社

会
的
共
同
生
活
の
維
持
が
困
難
に
陥
る
状

況
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

私
は
、
平
成
18
年
に
町
長
選
挙
を
経
て

紀
美
野
町
の
初
代
町
長
と
し
て
町
政
を
預

か
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
現
在
「
豊
か
な
自

然
、
活
気
と
夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

基
本
と
し
て
2
期
目
を
務
め
て
い
ま
す
。

町
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
と
し
て
、

町
民
の
皆
様
の
盛
り
上
が
り
と
、
行
政
が

取
り
組
む
住
環
境
整
備
等
、
こ
の
二
つ
が

両
輪
と
な
る
こ
と
が
最
も
理
想
で
は
な
い

か
と
実
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。「
み
ん
な

で
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
考
え
の

も
と
に
民
活
を
主
体
と
し
た
、
各
種
団
体

の
方
々
や
個
人
参
加
の
方
々
で
組
織
立
て

た「
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」が
設
立
さ

れ
、
美
し
い
郷
づ
く
り
や
特
産
品
を
育
て

て
い
く
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
等
の
部
会

を
設
け
、
皆
様
精
力
的
に
活
動
を
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
盛
り
上
が

り
を
象
徴
す
る
団
体
と
し
て
、
町
お
こ
し

の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

次
に
「
活
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と

し
て
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
の
促
進
で
は
、

関
西
圏
か
ら
1
〜
2
時
間
程
度
の
近
場
で

自
然
が
多
く
、
山
間
の
静
か
な
町
と
し
て

人
気
が
あ
る
た
め
、
移
住
を
希
望
し
相
談

に
訪
れ
る
方
々
が
多
く
、
平
成
18
年
度
に

は
和
歌
山
県
が
推
進
す
る
「
わ
か
や
ま
田

舎
暮
ら
し
支
援
事
業
」
の
移
住
・
交
流
に

係
る
モ
デ
ル
市
町
村
に
認
定
さ
れ
、
移
住

相
談
か
ら
地
域
案
内
ま
で
行
う
一
元
的
窓

口
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
地
域
の

住
民
等
で
構
成
さ
れ
る
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー

ン
を
促
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会
」
及
び
「
和

歌
山
大
学
」
と
連
携
し
、
賃
貸
等
可
能
な

空
き
家
の
確
保
や
修
繕
費
用
の
情
報
提
供

を
行
う
た
め
の「
空
き
家
情
報
シ
ス
テ
ム
」

構
築
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
に
都

市
部
よ
り
59
名
の
移
住
さ
れ
た
方
々
が
地

域
の
存
続
・
活
性
化
に
寄
与
し
て
頂
い
て

い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

次
に
「
安
全
、
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
し
て
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
や
防
災
無
線
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
特
有
の
対
策
方
法

を
勘
案
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
近
年
、
地
上

ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

に
移
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
町
内
の
大

小
40
か
ら
な
る
地
上
ア
ナ
ロ
グ
共
同
受
信

組
合
の
半
数
が
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視

聴
の
た
め
に
大
規
模
改
修
の
必
要
が
あ
る

状
況
で
し
た
。
山
間
部
特
有
の
地
形
に
よ

り
デ
ジ
タ
ル
波
が
届
か
な
い
地
区
が
大
部

分
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
の
難
視
聴
地
域
の
解
消
に
向
け
、
地

上
ア
ナ
ロ
グ
共
同
受
信
組
合
と
協
議
を
重

ね
、
町
自
ら
が
事
業
主
体
と
な
る
全
国
初

の
ギ
ャ
ッ
プ
フ
ィ
ラ
ー
方
式
に
よ
る
町
営

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
中
継
施
設
の
設
置
を

行
い
、
町
内
60
局
で
平
成
23
年
3
月
末
か

ら
放
送
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
採
用
し

た
ギ
ャ
ッ
プ
フ
ィ
ラ
ー
方
式
は
無
線
の
共

聴
で
あ
り
、
有
線
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
対
応

よ
り
格
段
に
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

優
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
本
町
の
よ
う
な

中
山
間
地
の
主
な
災
害
で
あ
る
山
崩
れ
に

よ
る
有
線
切
断
の
心
配
が
な
く
、
災
害
時

に
お
い
て
、
電
力
が
途
絶
え
て
も
車
載
用

テ
レ
ビ
や
ワ
ン
セ
グ
機
能
の
あ
る
携
帯
電

話
等
で
、
重
要
な
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
テ

レ
ビ
を
通
じ
て
情
報
を
得
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
の
大
合
併
に
よ
り
、
市
町
村
も
そ

の
姿
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。
今
日
、
地

方
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の

が
ご
ざ
い
ま
す
。
急
速
に
進
む
少
子
高
齢

化
、
地
域
経
済
の
低
迷
、
雇
用
問
題
、
地

方
分
権
の
推
進
に
伴
う
行
財
政
改
革
な
ど

の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
豊
か
で
素
晴
ら
し
い

自
然
を
守
り
、
新
し
い
歴
史
を
築
い
て
参

る
こ
と
が
私
た
ち
町
民
の
責
務
で
あ
る
と

強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
気
さ
く
で
温
か

く
、
情
熱
的
な
町
民
の
皆
様
の
後
押
し
に

助
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
紀
美
野
町
が

活
気
と
夢
の
あ
る
町
と
な
る
よ
う
、
今
後

と
も
邁
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

寺て
ら 

本も
と

　
光み

つ 

嘉か
ず

過
疎
化
が
進
む

山
間
地
域
に
お
け
る
町
づ
く
り

和
歌
山
県
紀き

美み

野の

町
長
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町 村 生 協 の 自 動 車 共 済 に ご 加 入 の 皆 様 な ら ！ 

○ 無事故による割引で新規から 

○ 集団扱年一括払いによる割引で更に 
○ 保 険 料 分 割 払 （ 回 ） も 選 択 可 能 で す 。 
（ 保 険 料 分 割 払 を ご 利 用 の 場 合 は 上 記 の 集 団 扱年 一 括 払 の ５ ％ 割 引 の 適 用 は あ り ま せ ん 。 ） 

ご 加 入 を 希 望 す る お 車 が 町 村 生 協 の 自 動 車 共 済 で 過 去 ３ 年 間 無 事 故 の 場 合 は 、 ノ ン フ リ ー ト 等 級 ９ 等 級 か ら ス タ ー ト し ま す 。 
（保険料）割引％

％

　 無 料 ロ ー ド サ ー ビ ス が つ い て き ま す 。 
　 ご 契 約 の お 車 が 、 事 故 ・ 故 障 で 自 力 走 行 で き な く 
　 な っ た 場 合 、 事 前 に ロ ー ド サ ー ビ ス 専 用 デ ス ク に 
　 ご 連 絡 く だ さ い 。 に お 取 り 次 ぎ し 、 レ ッ カ ー や 
　 分 程 度 の 緊 急 修 理 な ど を 手 配 し ま す 。 
　 ● バ ッ テ リ ー 上 が り や 、 キ ー 閉 じ 込 み 、 ガ ス 欠 な ど 

※ こ の 車 両 共 済 （ 保 険 ） を ご 契 約 い た だ け る 方 は 、 全 国 町 村 職 員 生 活 協 同 組 合 の 自 動 車 共 済 に 加 入 さ れ て い る 方 に 
限 り ま す 。 

・ 上 記 掛 金 （ 保 険 料 ） は 、 町 村 生 協 の 自 動 車 共 済 で 過 去 ３ 年 間 無 事 故 （ ノ ン フ リ ー ト 等 級 ９ 等 級 ） の 場 合 の も の で す 。 保 険 料 
は 平 成 年 ４ 月 １ 日 現 在 の も の で あ り 、 変 更 さ れ る 場 合 も あ り ま す 。 

・ 掛 金 （ 保 険 料 ） は 、 型 式 、 初 度 登 録 年 月 、 年 齢 条 件 、 運 転 者 限 定 特 約 の 有 無 、 共 済 （ 保 険 ） 金 額 、 等 級 な ど に よ り 異 な り ま す 。 
・ 上 記 掛 金 （ 保 険 料 ） 例 の 「 通 常 に 新 規 で 加 入 す る 場 合 」 と は 、 ノ ン フ リ ー ト 等 級 ６ Ｓ 等 級 を 適 用 し た 保 険 料 を 例 示 し た も の 
で す 。 

・ こ の ご 案 内 は 概 要 を 説 明 し た も の で す 。 詳 し い 内 容 に つ い て は 取 扱 代 理 店 （ 千 里 ） ま た は 損 保 ジ ャ パ ン の 営 業 店 に お 問 
い 合 せ く だ さ い 。 

契 約 条 件 と 掛 金 （ 保 険 料 ） 例 ・ 自 

◎１年間事故が無かった場合は、翌年の等級は１等級上がります。 
　事故によって車両共済（保険）をご利用された場合は、事故件数１件につき３等級下がります。 

動 車 総 合 保 険 （ 損 保 ジ ャ パ ン ） 保 険 期 間 １ 年 
・ 自 動 車 保 険 集 団 扱 年一 括 払 に よ る 割 引 ５ ％ 適 用 。 

〈 車 

集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。 
詳細については、取扱代理店（千里）または損保ジャパンにお問い合わせください。 
両 保 険 引 受 保 険 会 社 〉 ㈱ 損 害 保 険 ジ ャ パ ン 

GE6 
フィット 

平成23年2月 
26歳以上補償 
本人・配偶者限定 運 転 者 限 定 

金 額      150万円 共 済 （ 保 険 ） 
新 車 割 引 有 
記名被保険者 30才 

集 団 扱 年一 括 払 払 込 方 法 

加 入 タ イ プ 

SJ10-13443(2011.3.18作成) 

こ の 車 両 共 済 （ 保 険 ） は 、 町 村 生 協 の 自 動 車 共 済 で 補 償 す る 対 人 賠 償 、 対 物 賠 償 、 限 定 
搭 乗 者 傷 害 等 に 加 え 「 ご 自 身 の お ク ル マ の 補 償 （ 車 両 保 険 ） 」 を 追 加 す る 制 度 で す 。 
お 車 が 衝 突 し た 場 合 や 台 風 ・ い た ず ら ・ 盗 難 な ど 偶 然 な 事 故 で 損 害 を 被 っ た と き に 、 
共 済 （ 保 険 ） 金 を お 支 払 い し ま す 。 

一 般 条 件   （ 割 引 適 用 済 ） 

（ 通 常 ・ 新 規 で 加 入 す る 場 合 ） 

車 対 車 ＋ Ａ   （ 割 引 適 用 済 ） 

（ 通 常 ・ 新 規 で 加 入 す る 場 合 ）
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